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　地球環境問題について、高校生の意見を発表してもらうこ

とを目的として、今年度からはじめて、本学の主催により全

国高校生環境論文「地球の未来を考える」を募集しました。

　８月末で応募を締め切ったところ、北は北海道、南は沖縄

県まで全国２８都道府県の４８校から５５４件の応募があり、「地

球温暖化問題」、「エネルギー問題」、「ゴミ問題」、「森林等

の自然保護」など様々なテーマが取り上げられました。作品

の中には自分の実体験をもとにしたものや、実験を行ったり、

各種のデータを収集・分析して建設的な意見を提案したも

のなどがあり、優秀な作品が数多く集まりました。

　一次審査及び二次審査は、学内外の学識経験者等で構成

する論文審査委員会の委員によって審査が行われ、最終審

査で論文発表を行う８名を選考しました。

　１０月３日（日）、本学の１１講義室において環境シンポジウム

「地球の未来を考える」を開催し、本学の学生や一般の方な

ど約４００名の参加がありました。シンポジウムの第一部は、Ｃ.

Ｗ.ニコル氏を講師にお迎えして特別講演を行いました。Ｃ.Ｗ.

ニコル氏は「森と海をつなぐもの」というテーマで、長野県

に居住して自ら取り組んでいる森林の再生などについて講

演されました。第二部は、全国高校生環境論文の最終審査と

なる論文発表会を行い、論文審査委員会の委員並びに特別

審査員の平井鳥取県副知事及び石谷鳥取市副市長が審査を

行い、下記のとおり各賞の受賞者を決定しました。最終審査

の論文発表会に引き続き表彰式が行われ、加藤学長から受

賞者に対して賞状、トロフィー、図書カードが授与されました。

【最優秀賞】
　　　　 （１名）

　

【優 秀 賞】
　　　　 （２名）

　

　

　

【佳 　 作】
　　　　 （５名）

「水田のメタンから地球温暖化を考える」

山口 麦さん（筑波大学附属坂戸高等学校 ２年生）

「みどりの地球」

細野 瑞穂さん（群馬県立勢多農林高等学校 ３年生）

「水と人との共生に向けて」

安井 裕太郎さん（立命館高等学校 ２年生）

「私にできること」

仁尾 有希さん（兵庫県立小野高等学校 １年生）

「２１世紀は『環境との共存』の１００年」

勝又 優子さん（東京学芸大学附属高等学校大泉校舎 ３年生）

「未来への扉」

星野 由加利さん（群馬県立尾瀬高等学校 ２年生）

「二酸化炭素が地球環境をかえる」

四方 飛鳥さん（立命館高等学校 ２年生）

「森林を守るために」

斉藤 佳之さん（北海道立岩見沢農業高等学校 ３年生）

最優秀賞 １名（賞状、トロフィー、図書カード１０万円分）

優 秀 賞 ２名（賞状、トロフィー、図書カード５万円分）

佳 　 作 ５名（賞状、図書カード２万円分）

学 校 賞 ４校（賞状、図書カード５万円分）

受賞者には以下のように、賞状、副賞が贈られました。

第１回 全国高校生環境論文「地球の未来を考える」受賞者のみなさん

特別講演講師　Ｃ.Ｗ.ニコル氏

第１回全国高校生環境論文　最終審査結果

【学 校 賞】立命館高等学校（京都府京都市）

神戸学院大学附属高等学校（兵庫県神戸市）

聖カタリナ女子高等学校（愛媛県松山市）

島根県立津和野高等学校（島根県津和野町）

１０月３日（日）、本学で開催した環境シンポジウム「地球の未来を考える」において行われた

第１回全国高校生環境論文「地球の未来を考える」の最終審査の結果をご報告します。E V E N T  REPORT


